
 

資料４ 

１ 子育て応援施策の強化について（こどもサポート課） 

保育料無償化事業（新規・拡充） （令和６年度）４０，９９９千円  （令和５年度） ３，９３６千円  

【事業概要】 

 ０歳児から２歳児クラスまでの児童に係る保育料について、所得制限を設けずに第１子から無償化する。 

 

 

●保育料の無償化（認可外保育施設以外）

第１子が

就学前

第１子が

小学生以上

第１子が

就学前

第１子が

小学生以上

保護者負担
全額

保護者負担
１/２

保護者負担
全額 無償化

保護者負担
１/２

山口県
の制度

保護者負担
全額 無償化 無償化 無償化 無償化

柳井市
の制度 無償化 無償化 無償化 無償化 無償化

令和

６年

９月

以降

令和元年10月から

全ての世帯の保育料が無償化されています。

令和６年９月から

全ての世帯の保育料を無償化します。

第１子
第２子 第３子以降

国の制度
[＝現在の柳井市の制

度]

●対象施設

幼稚園・認可保育所・認定こども園

●対象施設

認可保育所・認定こども園

３
～
５
歳
児

０
～
２
歳
児

 

 

●幼児教育・保育制度の無償化の変遷 

 

●保育料の実質無償化（認可外保育施設）

平成29年４月から

認可外保育施設の利用に係る保育料を助成しています。

令和６年９月から

認可外保育施設の利用に係る保育料を実質無償化します。

●対象施設

「市内」の「一般利用者を受け入れる認可外保育施設」（双葉愛保育園）
●助成額

「認可外保育施設保育料」と「認可保育所保育料」との差額を助成
（上限額45,000円）

●対象施設

「市内・市外」の「認可外保育施設」（事業所内保育所を含む。）
●助成額

「認可外保育施設利用料」を助成
（上限額を65,000円に引き上げることにより、実質無償化を行う。）

０
～
５
歳
児

０
～
５
歳
児
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子育て応援ヘルパー派遣事業（拡充） （令和６年度） ３，４５６千円  （令和５年度） ２，８８０千円  

【事業概要】 

 子育て世帯の負担軽減を図るため、「産じょく期ヘルパー派遣事業」を拡充し、対象者の自宅にヘルパーを派遣して、家事や育児の支援を行う。 

〇対象者 

 ・３歳未満の児童を養育する者で、日中家事・育児を行う者がほかにいないため、支援が必要な人 

 ・３歳以上で保育園等に通っていない就学前の児童を養育する者で、日中家事・育児を行う者がほかにいないため、支援が必要な人 

 ※令和５年度までの対象者：産後１年未満の子育て家庭 

〇利用者数（令和６年５月１日現在）  ８人 

〇利用者負担額 

利用者区分 １回当たりの利用者負担額 
１回当たりのヘルパー派遣料（消費税及び地方消費税に相当する

額を含む。） 

１ 
生活保護法による被保護世帯及び市町村民税非課税 

世帯に属する者 
０円 

育児援助 ６，０００円 

家事援助・相談に対する助言 ３，０００円 

２ 
１を除く市町村民税所得割課税額が７７，１０１円 

未満世帯に属する者 
１２５円 

育児援助 ５，８７５円 

家事援助・相談に対する助言 ２，８７５円 

３ その他の世帯に属する者 ２５０円 
育児援助 ５，７５０円 

家事援助・相談に対する助言 ２，７５０円 

〇委託先事業所 

 ・㈱やないきた 

 ・サンキ・ウエルビィ㈱ 

 ・ながやす介護ステーション 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブ運営事業（拡充） （令和６年度） ６３，７５０千円  （令和５年度） ４９，４１９千円  

【事業概要】 

子育てと仕事の両立を支援するため、児童クラブの開所時間を延長し、これまで以上に保護者の就労実態に即した受入れが可能となるよう職員 

体制を整備する。 

 令和５年度 令和６年度 

平日 
授業終了後から午後５時まで 

※午後６時１５分まで延長可 

授業終了後から午後６時３０分まで 

※午後７時まで延長可 

土曜日 

長期休業中 

午前８時から午後５時まで 

※午後６時１５分まで延長可 

午前８時から午後６時３０分まで 

※午後７時まで延長可 

〇入所児童数  ４３２人（令和６年５月１日現在）（令和５年５月１日現在 ３９５人） 

 （内訳） 

 ・柳井児童クラブ  １６３人（令和５年５月１日現在 １４０人） 

 ・柳東児童クラブ   ６３人（令和５年５月１日現在  ６４人） 

 ・新庄児童クラブ   ７７人（令和５年５月１日現在  ６３人） 

 ・小田児童クラブ   ２５人（令和５年５月１日現在  ２０人） 

 ・柳井南児童クラブ   ４人（令和５年５月１日現在  １１人） 

 ・若葉児童クラブ   １３人（令和５年５月１日現在  １３人） 

 ・ひづみ児童クラブ  ３２人（令和５年５月１日現在  ２８人） 

 ・伊陸児童クラブ   ２１人（令和５年５月１日現在  ２１人） 

 ・余田児童クラブ   １６人（令和５年５月１日現在  １９人） 

 ・大畠児童クラブ   １８人（令和５年５月１日現在  １６人） 

（学年別内訳） 

 ・１年生      １３４人（令和５年５月１日現在 １１７人） 

 ・２年生      １０５人（令和５年５月１日現在 １０６人） 

 ・３年生       ９０人（令和５年５月１日現在  ８２人） 

 ・４年生       ５５人（令和５年５月１日現在  ５９人） 

 ・５年生       ３５人（令和５年５月１日現在  ２２人） 

 ・６年生       １３人（令和５年５月１日現在   ９人） 
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２ 子育て応援施策の強化について（健康増進課） 

子育て世代包括支援センター事業（拡充） （令和 6年度）１８，６２７千円 （令和 5年度）１８，７９９千円 

【目的】 

 妊娠・出産・子育てに関するワンストップ総合窓口として、子育て世代包括支援センター（やなでこ相談室）を運営し、一人ひとりに応じた切れ目のな

い支援サービスを提供する。 

 

【事業概要】 

〇 「授乳」に視点を置き、保健師及び助産師の専門性を活かした支援を行う。 

〇 産科医療機関と連携し、母子の身体的・心理的な支援を行う。令和６年度から産科医療機関における産後ケア（ショートステイ、デイサービス）の利用

者負担額を免除する。拡充 

産後ケア事業 

目  的 
産後の母子に対して心身のケアや育児サポートを行い、安心して子育てができる体制の確保を目的として行

う。 

実施方法 委託医療機関で実施 

実施内容 
①ショートステイ（宿 泊 型 に よ る休養の機会の提供等を実施） 

②デ イ サ ー ビ ス（日帰り型による    〃       ） 

利用者 

負担額 

実施内容 課税区分 令和 5 年度まで 令和 6 年度から 

① ショートステイ 
市民税課税世帯 3,000 円 

免除 
市民税非課税世帯 1,500 円 

② デイサービス 
市民税課税世帯 800 円 

市民税非課税世帯  400 円 

  

 

〇 母子手帳アプリ「やなでこ by 母子モ」による子育て情報等の発信を行う。 

〇 出産・子育て応援給付金（令和４年度～） 

目 的 全ての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から子育て家庭に寄り添い、必要な支援につな

ぐ伴走型相談支援と出産、育児に係る負担軽減を図る経済的支援（出産・子育て応援給付金）を一体として実施する。 

給付対象 ① 妊娠届を届け出た妊婦 

③ 出産届を届け出た児童の養育者 

給 付 額 ① 出産応援給付 金：妊婦１人あたり 5 万円 

② 子育て応援給付金：児童１人あたり 5 万円 

※ 支給要件：妊娠届時、出産届以降、生後 4 か月までに行う赤ちゃん訪問時等にアンケート回答・保健師との面談 
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妊婦・乳幼児健康診査事業（拡充） （令和 6年度）１９，０７４千円 （令和 5年度）１９，３７０千円 

【目的】 

 妊娠期に健康診査、保健指導を実施し、胎児と妊婦の健康管理を行う。また、乳幼児の健康診査を実施することで健康状態を把握し、関係機関と連携し

ながら乳幼児の健全な発育の支援を行う。 

 

【事業概要】 

〇 妊婦健康診査 

妊娠期間中１４回の健康診査を実施 

期 間 妊娠 8 週～25 週 妊娠 26 週～35 週 妊娠 36 週～出産まで 

健 診 回 数 1・2・3・4・5 6・7・8・9・10・11 12・13・14 

受 診 間 隔 4 週間に 1 回 2 週間に 1 回 1 週間に 1 回 

基 本 的 な 項 目 健康状態の把握、検査計測、保健指導 

必要に応じて行う 

医学的検査 

血液検査（初回） 

子宮頸がん検診（初回） 

超音波検査（1・4 回） 

血液検査（血算・血糖）（8 回） 

超音波検査（8 回） 

血液検査（HTLV-1 検査）（8 回） 

B 群溶血性ﾚﾝｻﾞ球菌（10 回） 

血液検査（血算）（12 回） 

超音波検査（12 回） 

性器クラミジア検査（8 回までに 1 回）  

拡充 多胎妊婦の場合は、５回を限度として追加受診できる。 

期 間 妊娠 8 週～25 週 妊娠 26 週～35 週 妊娠 36 週～出産まで 

検 診 回 数 1・2・3・4・5 

医 学 的 検 査 超音波検査 

 

  

 

〇 乳幼児健康診査 

１か月、３か月、７か月、１歳６か月、３歳児に健康診査を実施 

健康診査 歯科 検診

1か月 個別検診

3か月 個別検診

7か月 個別検診

1歳 6か月 個別検診 個別検診 （保護者1人）

3歳 個別検診 個別検診 （保護者1人）

集団検診
(視力・聴力)

－ －

※5歳 個別検診 （保護者1人） ※5歳児への歯科健診は、R5年度から実施

対象

 

〇 拡充 新生児聴覚検査 

聴覚障害の早期発見、・早期治療を図るため、全ての新生児を対象に聴覚検査を実施 

※初回検査：概ね生後3日以内に実施

※※確認検査：概ね生後1週間以内に実施

柳井市の委託対象となる検査

遅くとも生後3か月頃までに実施

（要精密検査）

精 密 検 査

初回検査※：自動ABR or OAE 

パス(反応あり) リファー(要再検)

確認検査※※：自動ABR or OAE 

リファー(要再検)パス(反応あり)
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